
順天堂医院で
先端医療を学ぶ
医学部を受験する前に、「なぜ医師になりたいのか」
「なぜ医療に携わりたいのか」をもう一度考えてみませんか？
外科医療に強い関心のある高校生２名を募集します。

期　間●2023年3月26日（日）～31日（金）
対　象●4月で高校２、3年生になる生徒2名（男女各１名）
　　　　※NPO法人の学校会員の生徒が対象です

参加費●一人50,000円
　　　　※旅費交通費、宿泊費、食事、感染症対策費、保険は自己負担

申　込●学校送付の申込書からお申し込みください
　　　　※応募多数の場合は抽選

■感染症対策のお願い　手術やICUなどを見学するため、医師と同等の下記対応
が必要です。※詳細はメンバー決定後にNPO法人からご案内します

【新型コロナウイルス】 ワクチン接種３回／２週間前から行動記録と健康観察／集
合日前日または前々日にPCR検査を受け、陰性証明書を提出／集合日に順天堂医
院で改めてPCR検査を受け、陰性を確認　

【指定４感染症：麻疹、風疹、水痘、流行性耳下腺炎】 抗体検査を受けて免疫価を確
認、基準に満たない場合はワクチン接種
■取材協力のお願い　体験学習の様子はNPO法人スタッフが動画等で記録し、ウェ
ブサイト等で紹介します。協力をお願いします

【主催・共催】NPO 法人 Touch the Future
　　　 　　  順天堂大学／順天堂医院

【問い合わせ】info_ttf@t-t-f.org

順天堂大学心臓血管外科から
皆さんへ
百聞は一見に如かず―。実際の医療の現場を
体験することは、具体的な未来像を想像する
手助けになります。心臓血管外科は医療のな
かでも治療の流れがとても速い診療科ですの
で、患者さんの入院から退院までをイメージ
しやすいはずです。コロナ禍ではオンライン化が進みましたが、医療の最前線
には日夜必死になって働く医師たちがいます。今回の体験学習では、ぜひとも
私たちの日常を、そして特に若い医師たちがどのような思いで命と向き合って
いるのかを肌で感じてください。多くの医師の話を積極的に聞き、臆せず質問
をして、刺激を受けてほしいと願います。

田中里佳教授メッセージ
私は中学時代に医師の働く姿を見る機会に恵まれ、この道を目
指しました。目標が叶ったことに幸せを感じる一方、医師という
仕事は皆さんが想像するよりも過酷で、大変だと思うことは数
えきれません。現在、世界で30秒に一本の足が切断されてい
ます。多くが糖尿病性難治性潰瘍の患者さんです。私は、こう
した難治性疾患の患者さんを診ながら、その治療法開発の研
究も進めています。タフな日々ですが、やりがいがあるからこ
そ、さらに成長して、多くの患者さんに必要とされる医師であ
りたいと願っています。今回の医療体験を通して、この仕事の素晴らしさに触れ、
医師を志すものとして知ってほしい多くのことを学んでもらえればと思います。

日 程 内　容

3月26（日） 午後 ： 順天堂医院に集合−オリエンテー
ション

宿泊は指定の徒歩圏内
ホテル／食事はコンビニ
等を利用／31日に帰宅
できない生徒は継続し
て宿泊、4月1日（土）朝
に解散となります／女子
生徒は田中教授宅にホー
ムステイできます（30、
31）

27（月） 心臓血管外科を見学（心臓血管外科の若
手医師に密着、手術を見学しながら命を
預かるリアルな現場を体感してください）

28（火）
29（水）

30（木） 田中教授に同行（臨床と再生医療研究を
両立する形成外科の田中里佳教授と行動
を共にします）−31夕方 ： 解散31（金）
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